
研究の概要Ⅰ 

１ 研究主題 

「基礎タイム」の効果的な活用による学力向上への挑戦 

２ 主題設定の理由 

本校では、児童の確かな学力の定着を図るため、平成１７年度から帯学習（以降、基礎タイムという）を実施し

ている。基本的には、朝と昼の１日２回 15 分間ずつ設定している。全校朝会や集会、読書の時間を除くと、１週

間で15分間×６回＝90分間の学習時間となる。教科としては、全学年で国語、算数、３年生以上は社会、理科

も行われている。学習内容は、新出漢字の習得や計算問題、プリント学習、タブレットを用いた問題演習などで

あるが、その方法については各学年、担任に委ねられていた部分が大きかった。実際、基礎タイムの時間が体育

の前の着替えの時間になっていたり、連絡帳を書く時間に当てられていたりしたこともある。基礎タイムの活用に

ついて、年度当初、その目的や内容に関して共通理解は図るものの、実施の有無や方法について、大いに課題

があることが昨年度浮き彫りになった。 

一方、令和４年度の品川区が行った学力調査の結果を見ると、国語では漢字の読み書きや適切な言葉の使

い方、算数では基礎的な計算問題や文章問題、社会・理科においては基本的な用語の習得に関して、大いに課

題が見られた。それらの課題を解決していく対策として、授業における指導方法の工夫や、基礎タイムの効果的

な活用などが議論に上がった。 

このようなことから、本研究ではこれまでの基礎タイムを見直し、効果的に活用することで、児童の学力向上に

つなげることを目指すこととした。具体的な取組として、以下の３点である。 

① 授業中だけでは身に付けることが難しい基礎的・基本的な内容を中心に、年間指導計画を作成し、意図

的、計画的に確実に実施する。 

② 基礎タイム 15 分間の活用方法について、教員同士で情報共有し、学校全体で系統的に取り組めるもの

はないか検討する。 

③ 基礎タイムに関する児童の意識、学力の伸び、教員の意識などについて明らかにする。 

15 分間という短時間だからこそ児童の集中力を高められ、継続して取り組むことができ、結果として確かな

学力に結び付けることが重要である。また、高学年であれば、15 分間の基礎タイムと 45 分間の授業を組み合

わせて学習することで、児童と教員の双方にメリットの大きい学習になることも模索できる。いずれにしても、児

童も教員も何のために基礎タイムをするのか、その意義を共有するとともに、児童が基礎タイムを通して「できた」

「分かった」という自分の学習の成果を実感できる時間にしなければならない。 

このようなことから、本校児童に確かな学力を身に付けさせるためには、効果的な基礎タイムの活用が１つの

ポイントであり、基礎タイムに関して十分に計画を立て、確実に実施し、客観的な評価をすることが重要であると

考え、本主題を設定することとした。 


